
東京大学（白金台）特別高圧受変電設備更新設計業務（基本設計） 
設計仕様説明書 

 
１．設計基本方針 

〇基本設計図（設計概要等）に加え、該当する各種計画（設備計画、コスト計画等）を作成すること。 
〇関連法令を遵守した計画とすること。 
〇環境（省エネルギー対策等）、インフラ長寿命化に配慮した計画とすること。 
〇安全性、メンテナンス性及び将来性に配慮した計画を検討すること。 
○イニシャルコストの他、ランニングコスト及びメンテナンス性等、将来の利用実態に柔軟に追従で

きる可変性や更新性をもつ計画とすること。 
○工法及び機器等の選定については比較検討の上、合理的な計画とすること。 
 

２．既設設備概要 
〇特別高圧受変電設備概要 

・特別高圧受変電設備 
受電電圧２２ｋV、特高主変圧器容量5,000KVA×2 台 

 〇中央監視設備概要 
  ・特別高圧受変電設備の操作、状態監視、計測 
  ・キャンパス内各変電室（ＲＳ盤９カ所）の操作、状態監視、計測 
 〇自家発電設備概要 
  ・常用発電設備 

定格出力１２５０ｋＶＡ、定格電圧６６００Ｖ 
ガスエンジン、中圧ガス 
商用系統連系 

  ・保安用発電設備 
    定格出力１２５０ｋＶＡ、定格電圧６６００Ｖ 

ガスタービン、A重油 
自立運転時常用発電設備と並列運転 

 
３．更新計画 

〇特別高圧受変電設備機器更新 
・工事期間中、キャンパス内の建物に停電を発生させない、または停電回数及び停電時間を最小とす

ることを前提として、全ての更新計画を検討、立案すること。ただし、年次点検における部分停電
（毎年１０月第４日曜日、２月第２土・日曜日）は除く。 

・既存特高主変圧器は既存使用とする。ただし、将来変圧器容量の見直について検討するため、現在
の使用状況および将来計画を踏まえ、特高主変圧器の容量について検討、立案すること。 

・電気設備の絶縁劣化を早期に検出し、地絡事故や停電・感電事故を未然に防ぐため高圧ケーブルの
絶縁監視装置の設置すること。 

・年次点検において無停電切替により点検及び部品交換を行える構成とすること。 



〇特別高圧受変電設備機器配置 
・既存特高受電室内において、既設設備を平行運用しつつ、当該設備を更新するための機器配置計画

を検討、立案すること。 
・既存特高主変圧器の更新及び次回（約３０年後）更新するための機器配置や更新スペースを想定し

つつ、当該設備を更新するための機器配置計画を検討、立案すること。 
・既存特高受電室内での更新及びキャンパス内の新営建物（特高受電室脇）を想定した更新、双方に

ついて検討、立案すること。 
・床耐荷重の検討に必要なため、各機器の重量を算出すること。 
・機器更新に伴う建屋内外の配線ルートを検討、立案すること。 
・機器の搬出入ルートについて検討すること。 
 
〇中央監視設備更新 
・キャンパス内のRS盤、配線を含む設備全体の更新計画を検討、立案すること。 
・常用自家発電設備との連携を考慮した計画とすること。 
 
〇その他 
・消防法他の関係法令等に基づき必要な設備を設置するよう検討すること。 
 

４．その他 
〇設計仕様説明書の細部については担当職員の指示に従うこと。 
○設計進捗について関係者に適宜説明を行いながら業務を実施すること。 
 

５．想定スケジュール 
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